
明
治
て
ふ
時
代
に
な
り
た
る
は
、
日
本
な
る
國
土
に
住
む
日
本
人
す
べ
て
が
、
一
つ
の
生
命
體
と
し
て
の
國
の
民
に
な

り
た
る
こ
と
を
意
味
す
。
そ
が
上
に
、
歐
米
の
ご
と
き
近
代
國
家
に
拮
抗
せ
ざ
る
を
得
ぬ
國
際
情
勢
に
あ
り
た
り
。
敎

育
の
目
的
も
そ
に
添
ふ
は
必
然
の
こ
と
に
て
、
音
樂
敎
育
も
藝
術
を
目
指
さ
ん
よ
り
は
、
國
の
近
代
化
路
線
を
進
む
る
た

め
の
、
國
民
な
る
意
識
を
育
つ
る
た
め
の
一
方
策
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
た
り
。

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
出
版
さ
れ
た
る
「
小
學
唱
歌
集
」
に
載
る
「
螢
（
の
光
）」
は
、
世
界
中
に
て
別
れ
の

歌(A
uld
Lang

Syne)

と
し
て
歌
は
れ
、
年
末
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
に
も
使
は
る
る
メ
ロ
デ
ィ
に
て
、
日
本
語
の
歌
詞
つ

け
ら
れ
し
「
螢
の
光
」、
そ
の
二
番
に
は
別
れ
の
情
に
じ
む
。

一
、
螢
の
光
、
窓
の
雪
、
書
よ
む
月
日
、
重
ね
つ
ゝ
。

い
つ
し
か
年
も
、
す
ぎ
の
戸
を
、
明
け
て
ぞ
け
さ
は
、
別
れ
行
く
。

（
注
、
當
時
の
卒
業
式
は
七
月
な
れ
ば
、
作
詞
者
、
螢
よ
り
歌
ひ
出
し
た
り
）

二
、
と
ま
る
も
行
く
も
、
限
り
と
て
、
か
た
み
に
思
ふ
、
ち
よ
ろ
づ
の
、
こ
こ
ろ
の
は
し
を
、
一
言
に
、

幸
く
と
ば
か
り
歌
ふ
な
り
。

さ
き

さ
れ
ど
、
元
々
の
唱
歌
の
三
番
に
は
「
筑
紫
か
ら
陸
の
奧
」
と
國
土
が
顏
を
出
し
、

三
、
筑
紫
の
き
は
み
、
陸
の
奧
。
う
み
や
ま
遠
く
へ
だ
つ
と
も
、
そ
の
眞
心
は
へ
だ
て
な
く
、

ひ
と
つ
に
つ
く
せ
、
國
の
た
め
。

さ
ら
に
四
番
に
は

四
、
千
島
の
奧
も
、
沖
繩
も
、
八
州
の
う
ち
の
ま
も
り
な
り
。
至
ら
ん
國
に
い
さ
を
し
く
、

や
し
ま

つ
と
め
よ
、
わ
が
せ
夫
、
恙
な
く
。

せ

つ
つ
が

と
擴
が
り
た
る
版
圖
に
言
及
し
、
領
土
防
衞
に
意
を
は
ら
へ
と
檄
を
と
ば
す
。
千
島
な
ど
今
人
の
記
憶
に
は
殘
ら
ざ

れ
ど
、
明
治
七
年
に
榎
本
武
揚
の
努
力
に
よ
り
日
本
に
讓
渡
さ
れ
た
る
北
の
島
々
な
り
。

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
一
）
に
發
表
さ
れ
、
第
一
集
の
十
萬
部
も
賣
れ
た
る
「
鐵
道
唱
歌
」
に
「
地
理
唱
歌
」
な
る

冠
の
つ
け
ら
れ
た
る
も
、
近
代
化
路
線
の
一
證
左
な
り
。
同
じ
メ
ロ
デ
ィ
に
六
十
六
も
の
歌
詞
の
つ
け
ら
れ
た
る
音
樂

の
例
は
そ
れ
ま
で
に
無
き
も
の
な
ら
む
。
藝
術
性
よ
り
即
物
性
重
ん
じ
ら
れ
た
る
は
當
然
の
こ
と
な
り
。
中
に
面
白
き

は
、
三
十
三
番
の
熱
田
神
宮
が
説
明
に
、
唐
突
に
「
同
胞
四
千
萬
」
と
人
口
數
の
あ
ら
は
さ
れ
た
る
こ
と
な
り
。
同
胞
四

千
萬
、
つ
ま
り
具
體
的
な
る
數
字
に
よ
り
、
日
本
な
る
國
歌
を
、
當
時
の
國
民
全
員
を
意
識
さ
す
。

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
の
「
尋
常
小
學
唱
歌
」
と
な
る
と
、
版
圖
は
さ
ら
に
擴
大
し
、
「
同
胞
す
べ
て
六
千
萬
」
と

人
口
も
殖
ゆ
。

一
、
北
は
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
お
し
な
べ
て

我
が
大
君
の
食
す
國
と
、
朝
日
の
御
旗
ひ
る
が
へ
す
同
胞
す
べ
て
六
千
萬
。

を

雜
駁
な
る
地
理
感
覺
な
れ
ど
、
人
口
の
増
え
つ
づ
け
た
る
こ
と
、
認
識
せ
ら
る
。

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
は
「
紀
元
二
千
六
百
年
」
な
る
歌
、
歌
は
れ
た
り
。

金
鵄
輝
く
日
本
の
／
榮
あ
る
光

身
に
う
け
て
／
い
ま
こ
そ
祝
へ
こ
の
朝
／

き
ん
し

は
え

あ
し
た

一

文
語
歌
曲

草
薙
の
神
つ
る
ぎ
あ
ふ
げ
や
同

胞

四

千

萬

谷

田

貝

常

夫



紀
元
は
二
千
六
百
年
／
あ
ゝ

一
億
の
胸
は
な
る

こ
こ
に
「
一
億
」
な
る
人
口
示
さ
る
。
以
後
毎
年
の
ご
と
く
に
作
ら
れ
た
る
歌
詞
に
「
一
億
」
が
、
日
本
國
民
の
意
に

て
使
は
る
。
戰
意
昂
揚
が
目
的
な
れ
ど
、
歌
詞
に
は
空
騷
ぎ
の
樣
見
ゆ
。

「
出
せ
一
億
の
底
力

櫻
咲
く
國

日
ノ
本
の
無
敵
の
軍
の
前
進
に
」
（
昭
和
十
六
年
）

「
進
め
！
一
億
！
火
の
玉
だ
！
行
く
ぞ
！
一
億
！
ど
ん
と
行
く
ぞ
」
（
昭
和
十
七
年
）

以
後
、
大
戰
も
終
は
り
て
寡
聞
な
れ
ど
、
人
口
數
の
歌
詞
に
入
り
た
る
を
知
ら
ず
。
國
威
を
示
す
必
要
の
失
せ
た
る
ゆ

ゑ
な
ら
む
か
。

唱
歌
な
り
歌
謠
の
歌
詞
に
頼
る
こ
と
な
れ
ど
、
千
島
よ
り
台
灣
に
い
た
る
版
圖
に
六
千
萬
人
の
住
み
た
る
は
、
大
正
三

年
（
一
九
一
四
）
の
こ
と
に
て
、
以
後
日
本
の
人
口
は
増
え
つ
づ
け
一
億
人
を
越
ゆ
。
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）、
日

本
は
舊
の
國
土
の
一
部
を
失
ひ
た
れ
ば
、
人
口
統
計
に
よ
る
に
約
七
千
二
百
萬
人
と
な
れ
る
も
、
以
後
平
成
二
十
二
年
に

な
る
ま
で
増
え
つ
づ
け
約
一
億
二
千
八
百
萬
人
に
い
た
る
。
さ
れ
ど
既
に
し
て
「
生
産
年
齡
人
口
」
は
昭
和
五
十
年
以
來

減
少
し
、
現
在
總
人
口
も
減
り
つ
づ
け
を
る
は
周
知
の
こ
と
な
り
。
政
府
は
一
億
人
を
め
ど
と
せ
る
や
う
な
れ
ど
、
適
正

な
る
人
口
は
い
く
ば
く
な
る
べ
き
か
は
人
知
を
こ
ゆ
る
こ
と
な
ら
ず
や
。
唱
歌
の
歌
詞
よ
り
思
ひ
ま
う
け
ぬ
穿
鑿
を
な

し
た
り
。

（
平
成
三
十
年
四
月
十
五
日
受
附
）二


